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令和７年度第２回長野県公共交通活性化協議会 上田地域別部会（概要） 

 

日時：令和８年２月 16日（月）13：30～14：40 

場所：上田合同庁舎 ６階講堂 

 

１ 開会（事務局） 

 

２ あいさつ（合津会長） 

・日頃より公共交通行政にご尽力とご協力を賜り、御礼申し上げる。 

・地域公共交通の現状が厳しい環境の中、上田地域においては路線が確保されており、

改めて交通関係者の皆様に感謝申し上げる。 

・現在、県の令和８年度予算が審議されているところであるが、地域交通の持続的な

維持・発展は 1つの柱になっているところ。 

・令和７年度は３回にわたり分科会を開催し、通院・通学に関する論議をいただき、

一定のまとめができた。今回はその内容について確定をさせていただきたいと考え

ている。 

・また、次回からは観光に関する移動についての検討をさせていただく予定。観光に

ついては宿泊税の活用など委員の皆様も関心を持っておられると思うが、是非皆様

の忌憚のない御意見をお聞かせ願いたい。 

 

３ 委員紹介 

・名簿配布による 

 

４ 議事 

・長野県地域公共交通計画上田地域編の更新について 

  ○資料１及び２に基づき、事務局から説明 

 ○議事について質疑応答後、採決を実施 

 ○採決の結果、地域編更新案は事務局案のとおり承認された。 

 

【上田バス】 

・当社で運行する菅平高原線について毎回申し上げているが、観光面に特化した路線

として令和７年 10月１日から終点を須坂市地籍の裏太郎まで延伸し、市町村界を

跨いで運行する路線となったところ。それを踏まえて当該バス停の乗降実績の確認

や地域拠点設定を検討いただきたい。 

 

【事務局】 

・裏太郎の地域拠点としての設定については隣接する長野地域振興局とも情報共有

を図りながら検討を進めてまいりたい。 

 

【合津会長】 
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・菅平高原線について、路線の変更により乗客数等の変化はあったか。 

 

【上田バス】 

・裏太郎の始発が６時 35 分、次の便が７時であるが、この２本に関し令和７年 10

月に延べ 324名乗車している。そのうち裏太郎からの乗車率が 14％、東公園前が

20％である。バス停設置前は０％であったため、多く利用されている状況である。 

・また、表太郎から裏太郎へ等、高原内での移動も増えているところ。例えば 50名

の団体が裏太郎へお越しになりその後大松へ行ったり、逆に大松から 30名が裏太

郎へ行くなど。 

・以上のように、利用者の視点では延伸により利便性があがっていると感じている。 

 

【合津会長】 

・非常に興味深い報告である。令和８年度に観光の移動に関する検討を行うが、高原

内での周遊の話は観光の移動の利便性向上にも直結する話であるため、こうした動

きも参考にしていきたい。 

 

【千曲バス労組】 

・須坂市では、最近大規模な商業施設ができたことにより人の流れが大きく変わった

事例がある。こうしたことを踏まえ、上田圏域内の大規模商業施設を地域拠点とし

て設定する考えはあるか。 

 

【事務局】 

・令和７年度最初の分科会で話題になった点でもあるが、上田圏域内には大小様々な

商業施設がある中、集客数や延床面積など選定基準が必要となるため、今回の検討

では商業施設を入れなかった。今後の検討に際してはそういった点も課題となって

くると考えている。 

 

【上田市】 

・上記に関連して補足であるが、最初の分科会の際は、交通結節点と役場等の拠点が

混在して案が作成されていた。論議の中で交通結節点を地域拠点として設定すると

いう結論になったところである。 

・また、いくつか確認をお願いしたいが、資料の 2-2「地域公共交通の概況」の「地

域公共交通」が指すものは、バスのみのことか、それとも鉄道やタクシー等他のも

のも含めてか。 

・もう一点、今回の上田地域編の案には、新たに 2-6「品質を保証するための具体的

な取組」が記載されたが、現行の県の計画で各地域編を確認すると、この「具体的

な取組」が記載されている地域とそうでない地域がある。これは今後全ての地域で

記載されていくという理解で良いか。 

 

【事務局】 
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・「地域公共交通の概況」の「地域公共交通」が指すものは、鉄道、バス等も含めての

記載である。 

・「具体的な取組」の記載については、現在木曽地域のみ記載されている状況である

が、これは、木曽地域が先行して更新を行ったためであり、今後、各地域において

更新されるタイミングで「具体的な取組」の記載がされる予定である。 

 

【上田市】 

・「地域公共交通」はバス以外のものも含めてとの回答であったが、現在の記載は主

にバス路線の内容となっている。上田市では、鉄道、バス、タクシーの３つを維持

確保していかなければならないと考えている。現在の上田地域編の記載では、特に

タクシーについて全く触れられていないため、タクシーの概況と課題を記載するこ

とを提案したい。 

・タクシーについては、コロナ禍前に 50万人以上の輸送を担っており、上田市内で

95 台稼働していたが、令和６年度のデータでは輸送人員が 30 万人程前後で、台

数も 91 台に減少している。タクシーについてもしっかり確保していかなければ、

行きたいときに行けない状況が発生するため、そういった点も踏まえていただきた

い。 

 

【事務局】 

・令和８年度には観光の移動に関する検討を行い、改めて地域編の更新の機会がある。 

・タクシー事業者向けの取組も重要であり、令和８年度予算案においてもタクシー事

業者向けの支援策も入ってきているところ。ただし、県全体で捉えた場合に地域交

通にタクシーが入る一方、地域編にどう取り入れるかは全県との調整も含めて検討

する必要があると考える。 

 

【上田市】 

・移動の品質を保証するためには、「人」と「車両」を確保することが重要である。是

非、人材確保と車両の整備推進を取組に入れていただきたい。 

・人材確保については、上田市ではバスの会社説明会の開催が７回目の実施となり、

タクシー会社説明会については令和８年度に実施を検討しているところ。また、県

上田地域振興局との「公共交通担い手移住支援事業」でも連携を予定しているとこ

ろ。 

・車両の整備推進については、鉄道、バス、タクシーそれぞれ順次更新が必要であり、

支援を実施していく予定である。 

 

【事務局】 

・前回の分科会では、利用者視点だけではなく、事業者視点での品質保証も検討して

いく必要があるとの意見をいただいたところ。ご意見を踏まえて品質保証の充実を

図っていきたい。 
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【合津会長】 

・交通計画とは別の話となるが、先日実施された県政アンケート調査において「公共

交通をもっと利用しやすくなるために求めるサービス」という項目で、最も多かっ

た回答が「増便によるダイヤの充実化」であった。 

・上田電鉄様では令和７年度から増便を実施されたが、その効果をお話しいただけな

いか。 

 

【上田電鉄】 

・当社では令和７年３月にダイヤ改正を行い、下之郷駅で折り返す便の増便を実施し

た。その結果、その他の要因もあり令和６年度 107 万人であった輸送人員が約５

万人強増える見込みである。今後も利便性を高める取組を行っていきたい。 

 

【合津会長】 

・しなの鉄道様では、車両の更新を行うなどの取組をされていたと認識している。そ

の状況についてお話しいただけないか。 

 

【しなの鉄道】 

・しなの鉄道では車両の更新を進めているところ。昭和の時代から使用されていた３

両編成の車両を廃止し、２両編成の新型車両に更新している。このため、車両数と

しては減少となっている。朝夕の時間帯については乗車率が 100％を超えている状

況で御迷惑をおかけしているが、全ての車両を活用して運用を行っている。今後の

ダイヤ改正でも利用しやすいダイヤとなるよう取り組んでいくので、御協力をお願

いしたい。 

 

５ その他 

 ・令和８年度事業について 

  ○交通政策局交通政策課から説明 

  ○質疑応答（内容省略） 

 

６ 事務連絡（事務局） 

なし 

 

閉 会（14：40） 

 


